
 
             記者発表資料 

 

 

 

2026年 3月 12日 

健康こども課 

 

真鶴町チームが「チャレンジ！！オープンガバナンス（COG2025）」で 

総合賞など三冠を受賞 

 

東京大学公共政策大学院および一般社団法人オープンガバナンスネットワーク

等が主催し、デジタル庁、内閣府等が後援する、地域課題解決コンテスト「チャ

レンジ！！オープンガバナンス2025（COG2025）」において、町内の大学生・大学

院生とフェリス女学院大学の学生、町民や真鶴ファン等で結成した真鶴町チー

ム「Code for Manazuru」の提案「オープンナレッジ農園」が、総合賞（最優秀

賞）、LINEヤフーサポーティングパートナー賞、オーディエンス賞・金賞（視聴

者や会場参加者の投票第1位）の3賞を受賞しました。COG2025には、41の自治体

が提示した課題に対して、全国から63のアイデアが集まり、真鶴町チームを含め

た13の提案がファイナル審査に進みました。オーディエンス賞・金賞の受賞は、

昨年に続き二連覇となりました。詳細は下記をご覧ください。 

 

◇最終審査プレゼンテーションの様子 

Code for Manazuruメンバーによる note記事 ※動画あり 

https://note.com/sa_ya/n/n2f807ee8587c 

 

◇評価について 

オープンナレッジ農園では、特に下記を評価いただきました。 

・町内在住の学生による農園継承・再生プロジェクトのストーリー性 

・若者はじめ、民間企業や団体、起業家や行政等、多様な連携・実行体制とアイ

デア実装 

・「農作業×農地から生まれる世界」に基づく多様なアクティビティ 

（農作業や農地改善、土中調査や青空教室等のリサーチ＆学び、果実を活用した

商品開発やマーケティング、農園BBQや蒸留ワークショップ等の交流会→ワクワ

クする活動を通して農園を再生していく仕掛け） 

・活動で得られた知見を共有財産（オープンナレッジ）として公開していく試み 

 

◇オープンナレッジ農園について 

約 70年前に開業した「佐野農園」では、柑橘類などを栽培しています。「軽トラ

ックいっぱいに積んで 2 千円」といった現実を悲しみ出荷を停止、現在は親族

や親しい友人等、自家消費分の収穫が中心となっています。その中で、祖父から



農園を託された町内在住大学院生が、家族の協力を得て農園を地域に開放。真鶴

チーム（真鶴町民＋真鶴ファン＋フェリス女学院大学の混成チーム）と農園再生

プロジェクトを立ち上げました。廃棄果実を活用した商品開発や収穫等の農作

業体験、さらには地質調査から真鶴の自然を知るデータ公開等を通じて、知識と

体験を共有する“共創の場”として再生を目指します。活動から生まれる知見や

感動・喜びを「ナレッジ」としてオープンに共有し、農園に集まる大人たちやワ

ークショップによって、若者が町内の職業を知る機会をつくることにもつなげ

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

応募内容確認書： 

https://park.itc.u-tokyo.ac.jp/padit/cog2025/final/idea/017_idea.pdf 

 

◇受賞報告会を開催します！ 

オープンナレッジ農園の活動を紹介する受賞報告会を、下記の通り開催します。

取材を希望される場合は、下記お問い合わせ先までご連絡ください。 

日時：3月 28日（土） 

場所：オープンナレッジ農園（佐野農園） 

※詳細は別途お知らせします。 

※同日、くらしかる真鶴にて「若者の居場所」お披露目会も開催予定です。 

 

お問い合わせ先 

健康こども課長 卜部 直也 電話：0465-68-1131 内線 2224 



真鶴の未来を耕す

オープンナレッジ農園

　　　　　Code for Manazuru

1970年代 2025年

真鶴町

神奈川県唯一の過疎の町。人口約6,500人、
美の基準に守られた、芦ノ湖と同サイズの
小さな町が抱える、深刻な人口減少の現状。

希望する仕事がない
若者が故郷を離れる構造的な「壁」

真鶴町の若者が直面する課題は、個人的なもの　
ではなく、日本の多くの地方が抱える構造的な　
人口流出問題と深く結びついています。

6割以上が「希望の仕事があれば　
地元で暮らしたかった」と回答。

私たちの答え：オープンナレッジ農園
真鶴の「仕事・暮らし・自然」を知り、体験し、学ぶ場所。

真鶴町在住の若者が運営する情報サイト

土中データ調査

COG2024提案
プロダクト

「マナレージ」

「軽トラックいっぱいのミカンが、2,000円」
ある大学生の想いから、真鶴の物語は始まった。

課題の裏にある、大きな可能性
「仕事がない」という壁の一方で、若者たちは地方での暮らしに強いあこがれを抱き、社会とのつながり
や自己実現の場を求めている。これは、私たちが答えるべき時代の要請です。

自分ができることをしたかったから

自分の気持ちを表現したかったから

友人・知人・家族に誘われたから

顔や名前を出さずに参加できたから

社会活動に参加した理由



COVEINESSDAZLE

千切リギ
ャベッ

私たちの学びの哲学:「オープンナレッジ」と「芋づる式の学び」。

活動で得た知見は、次の共創の種へ ひとつの学びが、次の世界への扉を開く

若者と地域との
つながり創出による、
未来の担い手育成と
地域の活性化。

農園から生まれる
オープンデータ・
オープンナレッジを
活かしたい研究者、
技術者、企業。

オープンナレッジ
農園

専門家・企業、行政による伴走支援

協力企業・団体 滞在拠点施設

地域活性化
企業人

商品開発
ブランディング
マーケティング

土中データ測定・
オープンデータ化

支援

専門性と情熱が交差する
強力なエコシステム

町内の
他の農園

フェリス女学院大学の授業にて提案作成スタート

佐野農園感謝祭／CCOG提案完成

草刈り等の農作業や
土中データ測定などの活動

中間振り返り

真鶴フィールドワーク、町民との交流

農園再生プロジェクト組成、アクション開始

摘み取り作業
商品開発プロジェクト

一年間の活動検証

2025年9月

2025年12月

2026年7月

2026年8月

2025年11月

2026年2月～

2026年10月～

2026年12月

実現へのプロセス

「代々受け継いできた農園を残したい」という
一人の大学生の想いから、

オープンナレッジ農園は、若者と未来を繋ぎ、
真鶴の未来を耕します。


